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「
漢
詩
で
遊
ぶ
」た
し
か
な
手
応
え

平
成
二
十
五
年
を
総
括
し
、
二
十
六
年
を
展
望
す
る

会
長
　
岡
崎 

満
義
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◆
サ
ー
ク
ル
へ
の
参
加
希
望
の
方
へ

現
在
、
一
期
生
か
ら
七
期
生
ま
で
の
各
サ
ー

ク
ル
お
よ
び
吟
社
岳
精
会
で
二
ヶ
月
毎
に
勉
強

会
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
サ
ー
ク
ル
に
属
し
て
い
な
い
方
で
、
自

分
も
ど
こ
か
の
会
に
参
加
し
た
い
と
お
考
え
の
方

は
原
則
と
し
て
門
戸
が
開
か
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、

各
会
の
代
表
者
ま
た
は
講
師
に
ご
相
談
下
さ
い
。

各
会
の
開
催
状
況
は
次
の
通
り
で
す
。

・金
星
会
（一
期
生　

五
人
）　

偶
数
月
の
第
二
火
曜

　
　
　

 

講
師　

岡
崎
、
代
表　

三
上

・三
水
会
（二
期
生　

十
三
人
） 

奇　

三
水
曜

　
　
　

 

講
師　

古
田
、
代
表　

中
島

・好
文
会
（三
期
生　

十
一
人
） 

偶　

三
木
曜

　
　
　

 

講
師　

城
田
・三
村
、
代
表　

高
津

・詩
游
会
（四
期
生　

十
二
人
） 

偶　

三
火
曜

　
　
　

 

講
師　

田
原
・住
田
、
代
表　

川
上

・五
友
会
（五
期
生　

九
人
） 

偶　

一
木
曜

　
　
　

 

講
師　

田
原
・高
津
、　

代
表　

土
屋
・飯
島

・以
文
会
（六
期
生　

十
五
人
） 

奇　

三
木
曜

　
　
　

 

講
師　

桜
庭
・中
島
、
代
表　

柴
田

・七
歩
会
（七
期
生　

十
六
人
） 

奇　

二
木
曜

　
　
　

 

講
師　

水
城
・川
上
、
代
表　

喜
多

・岳
精
会
（吟
社　

十
八
人
） 

偶　

二
水
曜

　
　
　

 

講
師　

城
田
・三
村
、
代
表　

家
吉
・礒
邉

　

山
中
伸
彌
博
士
見
授
諸
貝
爾
醫
學
生
理
學
賞

珍
異
細
胞
研
究
成	

神
域
ノ
細
胞
可
憐
ナ
イ
ノ
チ

身
化
千
萬
悟
空
精	

孫
悟
空
モ
ビ
ッ
ク
リ
ノ
技

學
僧
風
貌
爽
論
述	

ジ
ャ
マ
ナ
カ
三
蔵
法
師
ノ
微
笑

恰
似
閑
觀
水
⺼
朙	

水
ニ
ウ
ツ
ッ
タ
月
ノ
ヨ
ウ
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【
連
盟
の
諸
活
動
報
告
】

　
皆
さ
ん
楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
す

秋
の
研
修
会�

城
田 

六
郎

Ａ
グ
ル
ー
プ

　

阿
里
山
曉
望　
　
　
　
　

板
本	

健
作

森
羅
翠
黛
玉
山
巓	

森
羅
翠
黛　

玉
山
の
巓

沓
沓
雲
開
欲
曙
天	

沓
々
の
雲
開
き
曙
け
ん
と
欲
す
る
の
天

一
閃
靈
光
射
幽
谷	

一
閃
の
霊
光　

幽
谷
を
射
し

宿
禽
飛
立
逐
風
旋	

宿
禽
飛
び
立
ち　

風
を
逐
っ
て
旋
る

Ｂ
グ
ル
ー
プ

　

憩
鐮
臺
報
國
寺　
　
　
　

横
溝	

喜
久
男

晩
秋
訪
到
寺
庭
頭	

晩
秋　

訪
ね
到
る
寺
庭
の
頭

鴨
脚
亭
亭
黃
葉
稠	

鴨
脚　

亭
々
と
し
て
黄
葉
稠
し

竹
裏
茶
坊
幽
寂
下	
竹
裏
の
茶
坊　

幽
寂
の
下

淡
煙
輕
颺
茗
香
流	
淡
煙　

軽
颺　

茗
香
流
る

Ｃ
グ
ル
ー
プ 

①

　

聽
琴
三
溪
園　
　
　
　
　

柴
田　

洋

梅
雨
園
中
泥
已
深	

梅
雨　

園
中　

泥
已
に
深
く

紫
陽
芲
白
綠
成
陰	

紫
陽
の
花
白
く　

緑
陰
を
成
す

高
堂
閑
坐
噄
茶
處	

高
堂
に
閑
坐
し　

喫
茶
す
る
処

洗
耳
琤
琤
一
曲
琴	

耳
を
洗
う　

琤
々
た
る
一
曲
の
琴
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Ｃ
グ
ル
ー
プ 

②

　

宍
道
湖
秋
暁　
　
　
　
　

秋
吉
邦
雄

早
晨
淸
渚
霧
曚
曨	

早
晨　

淸
渚　

霧
曚
曨

囘
首
東
天
漸
欲
紅	

首
を
回
ら
せ
ば
東
天　

漸
く
紅
な
ら
ん
と
欲
す

乍
見
千
刧船
泛
湖
上	
乍
ち
見
る
千
刧船
の
湖
上
に
泛
ぶ
を

漁
歌
嫋
嫋
曙
光
中	
漁
歌　

嫋
　々

曙
光
の
中

鐮
倉
吟
行　

寒
飈
過
去
一
天
晴

今
旦
鐮
山
吟
欲
行

菅
公
古
廟
源
君
墓

偏
賴
人
車
探
勝
成

◇
吟
行
会
に
参
加
し
て	

以
文
会　

斎
藤　

護 懇親会で柏梁体を講評される石川先生

吟
行
会
報
告

晩
秋
の
古
都
鎌
倉
を
散
策�

高
津 

有
二
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◇
初
め
て
の
吟
行
会	

岳
精
会　

礒
邉
邦
雄

［鎌倉吟行会　柏梁体］

鐮
臺
小
春
鷗
盟
悠　
　

室
橋　

幸
子

旻
天
鐮
臺
鷗
盟
游　
　

川
上　

修
己

秋
天
騷
客
恣
雅
游　
　

桜
庭　

慎
吾

天
高
鐮
府
集
盟
鷗　
　

吉
池　

啓
子

群
老
吟
游
似
蝸
牛　
　

高
津　

有
二

秋
深
散
策
會
舊
儔　
　

三
上　

光
敏

導
游
熱
辯
皆
點
頭　
　

岡
田　

泰
男

旻
天
朱
殿
友
皆
周　
　

住
田　

笛
雄

鬩
牆
三
代
鐮
府
丘　
　

齋
藤　
　

護

八
百
春
秋
暮
雲
収　
　

礒
邉　

邦
雄

紺
園
碧
落
白
雲
流　
　

中
野　

國
武

貴
苗
育
育
八
幡
陬　
　

礒
野　

衞
孝

社
殿
回
廊
憶
愁
眸　
　

吉
岡　

昭
夫

葉
落
廟
堂
禮
自
修　
　

柴
田　
　

洋

寥
寥
白
槇
千
古
籌　
　

中
野　

三
琴

公
子
塋
歬
秋
草
稠　
　

水
城
ま
ゆ
み

薛
蘿
自
持
老
杉
鉤　
　

玉
井　

幸
久

蘚
徑
無
風
裂
石
榴　
　

田
原　

健
一

團
團
赤
柿
鳥
語
柔　
　

香
取　

和
之

鐮
臺
古
刹
茂
林
幽　
　

三
村　

公
二

秋
深
小
池
落
葉
浮　
　

大
森　

正
泰

柿
葉
晩
凄
坐
來
愁　
　

松
井　

秀
人

土
窖
苔
腥
自
悵
惆　
　

秋
吉　

邦
雄

風
哭
蕭
蕭
度
暮
洲　
　

喜
多　
　

基

㝡
好
意
氣
𠘨
年
秋　
　

湯
山
徳
次
郎

重
忠
熟
慮
出
奇
謀　
　

松
本　

征
儀

荒
天
狂
濤
弄
破
舟　
　

宇
津
井　

寛

鐮
都
秋
景
筆
難
投　
　

岡
崎　

勝
郎

論
語
會
館
爲
詩
留　
　

三
浦　

哲
郎

柏
梁
好
韻
常
難
抽　
　

古
田　

光
子

鷗
盟
聯
句
好
相
蒐　
　

石
川　

忠
久

日
東
牛
耳
是
相
州　
　

城
田　

六
郎

句
成
一
盞
醉
珍
羞　
　

瀧
川　

智
志

鐮
臺
論
詩
且
献
酬　
　

住
田　

笛
雄

詩
豪
百
人
酔
酒
樓　
　

中
島　

龍
一

『
七
歩
会
』ス
タ
ー
ト（
七
期
生
）喜多　

基
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七歩会発会式の記念撮影

◇
漢
詩
鑑
賞
会
Ｂ

◇
初
心
者
入
門
講
座
の
募
集（
八
期
生
）

◇
漢
詩
鑑
賞
会
Ａ

漢
詩
鑑
賞
会
が
発
足
し
ま
し
た
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第
三
回
サ
ー
ク
ル
交
流
会

「
バ
ト
ル
漢
詩
甲
子
園
」

今年も開催！

第
三
回
「
漢
詩
鑑
賞
の
集
い
」

　
　
― 

志
に
つ
い
て
　
屈
原
、

そ
し
て
三
島
由
紀
夫 

―
　
　

湘
清
吟
詠
会
お
よ
び
横
須
賀
吟
詠
会

三
上 
岳
光
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全
日
本
漢
詩
連
盟
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
携
わ
っ
て

川
上 

修
己
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鴻
臺　
二
首	

　

鴻
台　
二
首

鴻
臺
冐
曉
訪
禪
扉	

鴻
台　

暁
を
冒
し
て
禅
扉
を
訪
う

孤
磬
沈
沈
斷
續
微	

孤
磬
沈
沈　

断
続
し
て
微
か
な
り

一
叩
一
推
人
不
答	

一
叩
一
推　

人
答
え
ず

驚
鴉
繚
亂
掠
門
飛	

驚
鴉
繚
乱　

門
を
掠
め
て
飛
ぶ

【
第
８
回
神
奈
川
県
漢
詩
連
盟
総
会
】
石
川 

忠
久
先
生
講
演
録

漱
石
に
見
る
漢
字
文
化
の
受
容　
そ
の
二　

漱
石
と
漢
詩
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山
路
觀
楓	

　
山
路
に
楓
を
観
る

石
苔
沐
雨
滑
難
攀	

石
苔　

雨
に
沐
し　

滑
り
て
攀
じ
難
し

渡
水
穿
林
往
又
還	

水
を
渡
り
林
を
穿
ち
往
き
て
又
た
還
る

處
處
鹿
聲
尋
不
得	

処
々
の
鹿
声　

尋
ね
得
ず

白
雲
紅
葉
滿
千
山	

白
雲　

紅
葉　

千
山
に
満
つ

　

函
山
雑
詠	　
函
山
雑
詠

函
嶺
勢
崢
嶸	

函
嶺	
勢
い
崢
嶸

登
來
廿
里
程	

登
り
来
た
る
廿
里
の
程

雲
從
鞋
底
湧	

雲
は
鞋
底
よ
り
湧
き

路
自
冃
頭
生	

路
は
帽
頭
よ
り
生
ず

孤
驛
空
邉
起	

孤
駅	

空
辺
に
起
ち

廢
關
天
際
橫	

廃
関	

天
際
に
横
た
わ
る

停
筇
時
一
顧	

筇
を
停
め
て	

時
に
一
顧
す
れ
ば

蒼
靄
隔
田
城	

蒼
靄	

田
城
を
隔
つ
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春
興	

春
興　
明
治
三
十
一
年
三
月

出
門
多
所
思	

門
を
出
で
て
思
う
所
多
く

春
風
吹
吾
衣	

春
風
吾
が
衣
を
吹
く

芳
草
生
車
轍	

芳
草
車
轍
に
生
じ

廢
衜
入
霞
微	

廃
道
霞
に
入
り
て
微
か
な
り

停
筇
而
矚
目	

筇
を
停
め
て
矚
目
す
れ
ば

萬
象
帶
晴
暉	

万
象
晴
暉
を
帯
ぶ

聽
黃
鳥
宛
轉	

黄
鳥
の
宛
転
た
る
を
聴
き

覩
落
英
紛
霏	

落
英
の
紛
霏
た
る
を
覩
る

行
盡
平
蕪
遠	

行
き
尽
し
て
平
蕪
遠
く

題
詩
古
寺
扉	

詩
を
題
す
古
寺
の
扉

孤
愁
高
雲
際	

孤
愁	

雲
際
に
高
く

大
空
斷
鴻
歸	

大
空	

断
鴻
帰
る

寸
心
何
窈
窕	

寸
心	

何
ぞ
窈
窕
た
る

縹
緲
忘
是
非	

縹
緲
と
し
て
是
非
を
忘
る

三
十
我
欲
老	

三
十	

我
老
い
ん
と
欲
し

韶
光
犹
依
依	

韶
光	

猶
お
依
々
た
り

逍
遙
隨
物
化	

逍
遥
と
し
て
物
化
に
随
い

悠
然
對
芬
菲	

悠
然
と
し
て
芬
菲
に
対
す
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無
題	
　

無
題

仰
臥
人
如
唖	

仰
臥
し
て	
人	

唖
の
如
く

默
然
見
大
空	

黙
然
と
し
て	
大
空
を
見
る

大
空
雲
不
動	

大
空	

雲
動
か
ず

終
日
杳
相
同	

終
日	

杳
に
相
い
同
じ
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題
自
畫	

　

自
画
に
題
す

起
臥
乾
坤
一
草
亭	

起
臥
す	

乾
坤
一
草
亭

眼
中
唯
有
四
山
靑	

眼
中	

唯
有
り	

四
山
の
青

閑
來
放
鶴
長
松
下	

閑
来	

鶴
を
放
つ	

長
松
の
下

又
上
虛
堂
讀
易
經	

又
虚
堂
に
上
り
て
易
経
を
読
む
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無
題	

　
無
題　
十
一
月
二
十
日
夜

眞
蹤
寂
寞
杳
難
尋	

真
蹤
寂
寞	

杳
と
し
て
尋
ね
難
く

欲
抱
虛
懷
步
古
今	

虚
懐
を
抱
い
て	

古
今
に
歩
ま
ん
と
欲
す

碧
水
碧
山
何
有
我	

碧
水
碧
山	

何
ぞ
我
あ
ら
ん
や

蓋
天
蓋
地
是
無
心	

蓋
天
蓋
地	

是
れ
無
心

依
稀
暮
色
⺼
離
草	

依
稀
た
る
暮
色	

月	

草
を
離
れ

錯
落
秋
聲
風
在
林	

錯
落
た
る
秋
声	

風	

林
に
在
り

眼
耳
雙
忘
身
亦
失	

眼
耳
双
つ
な
が
ら
忘
じ
て	

身
も
亦
た
失
し

空
中
獨
唱
白
雲
吟	

空
中
に
独
り
唱
う	

白
雲
の
吟

神奈川県漢詩連盟会報  第 15 号 漢詩神奈川 平成 26（2014）年 1 月 31 日

17



▪
韮
崎
市
実
行
委
員
会
会
長
賞

　

箱
根
晩
秋	

上
田	
尤
子　
　
　

錦
楓
樹
下
梵
宮
歬	

錦
楓
の
樹
下　

梵
宮
の
前

殷
殷
鐘
聲
函
嶺
傳	

殷
々
た
る
鐘
声　

函
嶺
に
伝
う

無
賴
西
風
紅
葉
盡	

無
頼
の
西
風
に　

紅
葉
尽
き

使
人
㝡
愴
晩
秋
天	

人
を
し
て
最
も
愴
ま
し
む
る
は　

晩
秋
の
天

漢
詩
大
会
に
出
品
す
る
に
は
ま
だ
実
力
不
足
と

思
い
つ
つ
の
応
募
で
し
た
の
で
、
驚
き
と
同
時
に
身
の

引
き
締
ま
る
思
い
が
し
て
お
り
ま
す
。

今
回
の
詩
は
、
昨
年
怪
我
で
二
度
の
入
院
を
し
た

経
験
が
背
景
に
あ
り
ま
す
。
「
今
ま
で
老
い
と
は
無

縁
と
思
っ
て
い
た
の
に
、
怪
我
や
病
気
が
突
然
や
っ
て

く
る
。
い
ず
れ
来
る
べ
き
と
き
は
来
る
の
だ
」
と
い
う

思
い
を
、
箱
根
の
晩
秋
に
吹
く
無
頼
の
風
に
重
ね
合

わ
せ
て
詠
ん
だ
も
の
で
す
。

ご
指
導
く
だ
さ
い
ま
し
た
窪
寺
先
生
、
初
心
者

講
座
以
来
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
古
田
光
子
先
生
、

ま
た
詩
友
の
皆
様
に
心
よ
り
御
礼
も
う
し
あ
げ
ま

す
。

▪
秀
作
賞

　

逢
不
丹
第
一
回
下
院
選
擧	

石
井	

彦
德　
　
　

春
山
石
徑
往
來
頻	

春
山
の
石
徑　

往
来
頻
り
な
り

是
向
家
鄕
選
擧
人	

是
れ
家
郷
に
向
こ
う
選
挙
の
人

王
使
樵
蘇
促
參
政	

王
は
樵
蘇
を
し
て
参
政
を
促
し
む

爲
成
樂
土
得
賢
臣	

楽
土
を
成
さ
ん
が
為
に
賢
臣
を
得
ん
と

　

新
塔
晩
景	

石
川	

省
吾　
　
　

東
都
一
角
渡
炊
煙	

東
都
の
一
角　

炊
煙
渡
り

巨
塔
英
姿
衝
碧
天	

巨
塔
の
英
姿　

碧
天
を
衝
く

日
没
西
山
犹
反
照	

日
は
西
山
に
没
し
て
猶　

反
照

伸
長
影
到
總
州
邊	

伸
長
の
影
は
到
る　

総
州
の
辺

　

與
棋
友
游
甲
州	

瀧
川	

智
志　
　
　

仙
境
高
天
錦
繡
秋	
仙
境
高
天　

錦
繍
の
秋

溫
泉
美
酒
有
棋
讎	

温
泉　

美
酒　

棋
讎
有
り

爛
柯
坎
坎
樂
三
日	

爛
柯　

坎
　々

楽
し
む
こ
と
三
日

游
客
白
雲
相
共
悠	

遊
客　

白
雲　

相
共
に
悠
た
り

▪
入
選
（
名
前
の
み
）

　

飯
沼	

一
之　
　

櫻
庭	

慎
吾　
　

住
田	
笛
雄　

　

高
津	

有
二　
　

中
島	

龍
一　
　

古
田	

光
子

　

室
橋	

幸
子

▪
入
選

　

楽
雪	

城
田	

六
郎　
　
　

六
出
霏
霏
乍
作
堆	

六
出
霏
々
乍
ち
堆
を
作
し

庭
隅
玉
樹
白
皚
皚	

庭
隅　

玉
樹　

白
皚
々

寒
晨
早
起
有
何
興	

寒
晨
の
早
起　

何
の
興
か
あ
る

一
刻
千
金
卯
飮
杯	

一
刻
千
金　

卯
飲
の
杯

　

綠
陰
樂
酒	

住
田	

笛
雄　
　
　

芳
醇
偕
酌
綠
篁
深	

芳
醇
を
偕
に
酌
む
緑
篁
の
深
き
に

淅
淅
薰
風
促
抱
琴	

淅
々
た
る
薫
風
琴
を
抱
く
を
促
す

靑
眼
思
朋
愉
讌
會	

青
眼
に
て
朋
を
思
い
讌
会
を
愉
し
む

淸
談
終
日
七
賢
心	

清
談
終
日　

七
賢
の
心

　

歸
鄕
訪
友	

高
津	

有
二　
　
　

别
後
𠘨
年
尋
友
行	

別
後
幾
年
友
を
尋
ね
て
行
く

一
談
一
笑
玉
杯
傾	

一
談
一
笑　

玉
杯
を
傾
く

昔
時
酣
醉
今
微
醉	

昔
時
酣
酔　

今
微
酔

耆
耋
朱
顏
故
舊
情	

耆
耋　

朱
顔　

故
旧
の
情

漢
詩
大
会
に
入
賞
の
皆
さ
ん
　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

◇
第
二
十
八
回
国
民
文
化
祭（
山
梨
県
）

◇
全
国
ふ
る
さ
と
漢
詩
コ
ン
テ
ス
ト（
多
久
市
）
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自
作
の
漢
詩
を
吟
ず
る
喜
び池

田 

清
二

岳精会研修会の自作自詠風景
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石
川
忠
久
先
生
と
江
戸
漢
詩
跡
巡
り

松
井 

秀
人

台
湾
紀
行�

板
本 

健
作

羽
州
吟
行�

横
溝 

比
呂
美

　

三
游
東
臺
觀
芲　
　
　
　

藤
井	

竹
外

錦
旛
風
影
認
香
臺	

錦
旛　

風
影　

香
台
を
認
む

春
寺
看
芲
三
度
來	

春
寺　

花
を
看
ん
と
し
て
三
度
来
た
る

十
日
輕
陰
微
雨
裏	

十
日
軽
陰　

微
雨
の
裏

早
櫻
半
謝
晩
櫻
開	

早
桜　

半
ば
謝
し
て
晩
桜
開
く
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鎌
倉
漢
詩
会
と
私�

杉
森 

千
枝
美

平
成
文
人
展
お
よ
び

日
中
友
好
自
詠
詩
書
展
に
参
加
し
て

室
橋 

幸
子

羽州吟行会のメンバー・斎藤茂吉記念館前で
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儒
者
　
安
井
息
軒�

岡
崎 

勝
郎

　

奉
次
息
軒
夫
子
中
秋
海
嶽
樓
觀
⺼
高
礎

芝
海
潮
生
浪
孕
⺼　

浪
吐
浪
呑
⺼
出
没

風
意
不
妬
雲
四
散　

海
白
天
碧
朗
天
闕

　

海
嶽
樓
觀
⺼
有
感

武
藏
原
上
草
間
⺼　

自
草
間
出
草
間
没

古
風
賦
盡
荒
冷
景　

而
今
鬱
爲
金
銀
闕
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◆
入
会
案
内

友
人
・
知
人
に
も
是
非
入
会
を
お
勧
め
下
さ
い
。

＊
年
会
費

一
般
会
員 

二
千
円 

賛
助
会
員 

一
口
一
万
円

＊
初
心
者
講
座

（六
頁
記
事
参
照
）

受
講
料
は
二
千
円
で
す
が
、
そ
の
ま
ま
入
会
す

れ
ば
受
講
料
＝
初
年
度
の
年
会
費
と
な
る
特
典

が
あ
り
ま
す
。

＊
問
合
せ
・
申
込
先

・電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス

045-895-2662

（事
務
局
長
桜
庭
宛
）

・ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http//w
w
w
.shinkanren.sakura.ne.jp

・Ｅ
メ
ー
ル

shinkanren@
em

ail.plala.or.jp

◆
年
度
会
費
未
納
の
方
へ

連
盟
の
諸
活
動
・
運
営
は
全
て
皆
様
に
お
納
め

頂
い
て
い
る
会
費
の
み
に
拠
っ
て
お
り
ま
す
。

申
し
上
げ
に
く
い
こ
と
で
す
が
、
年
度
会
費
未

納
の
方
が
ま
だ
か
な
り
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

当
年
度
及
び
過
年
度
の
会
費
未
納
の
方
に
は
、

四
月
に
お
送
り
す
る
総
会
案
内
に
当
該
金
額
を
記

載
し
た
振
込
用
紙
を
同
封
し
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

◆
神
奈
川
清
韻
第
二
集
発
行
の
お
知
ら
せ

冒
頭
の
会
長
の
記
事
で
も
お
読
み
頂
い
た
通
り
、

神
漢
連
会
員
の
詩
集

「
神
奈
川
清
韻
」
第
二
集

を
四
月
上
旬
に
発
行
の
予
定
で
す
。
（
因
み
に
第

一
集
発
行
は
三
年
前
の
平
成
二
十
三
年
四
月
）

会
員
全
員
を
対
象
に
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、

今
回
は
投
稿
さ
れ
な
か
っ
た
方
も
次
回
の
参
考
の
た

め
是
非
御
覧
頂
き
た
く
、
ま
た
投
稿
さ
れ
た
方
は

友
人
・
知
人
に
配
布
し
て
頂
く
の
も
よ
ろ
し
い
か
と

思
い
ま
す
。

但
し
今
回
は
、
神
漢
連
の
健
全
財
政
維
持
の
た

め
、
一
部
五
百
円
に
て
頒
布
さ
せ
て
頂
き
ま
す
の

で
、
こ
れ
に
つ
き
ま
し
て
は
よ
ろ
し
く
ご
了
承
の
ほ

ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
同
封
の
振
込
用
紙

（サ
ー
ク
ル
交

流
会
参
加
費
と
同
用
紙
）
に
希
望
部
数
を
記
載
の

上
、
振
込
み
頂
き
た
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

振
込
入
金
を
も
っ
て
受
付
と
さ
せ
て
頂
き
、
現

品
は
五
月
総
会
の
開
催
案
内

（四
月
上
旬
発
送
予

定
）
に
同
封
し
て
お
送
り
致
し
ま
す
。

■
訃
報　
　

小
松 

日
出
夫
氏　
　

ご
逝
去

神
奈
川
県
漢
詩
連
盟
の
会
員
、
小
松
日
出

夫
氏
は
、
八
月
二
十
八
日
逝
去
さ
れ
ま
し
た

（享
年
七
十
二
）。

こ
こ
に
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
、
ご
冥
福

を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

◎
お
知
ら
せ
と
お
願
い
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